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今回は、市内国際交流団体 5 団体の共催と、11

団体の協力を得て、11 月 2 日(展示は 1 階ギャラ

リーで 10/31～11/2)に小雨降る中、日立シビック

センターで開催されました。 

１階アトリウムでは、小さいステージを作り、ひ

たち生き生き百年塾推進本部による百年塾国際交

流講座「世界おもしろ発見クラブ」発表や、柳内芸

術音楽院によるお琴体験で盛り上がりました。 

フレンドリーあんずによるフュージョンダンス

と、恒例になってきたひたちなか市国際交流協会

の「インドダンス」、日立さくら日本語学校留学生

による「ネパールダンス」が行われ、観客も徐々に

熱気を帯び、踊りの輪に加わりました。 

１階展示コーナーでは 10 月 31 日から、「ラオス

国ルアンパバーン県のタポー小学校との交流」「ラ

オス写真展」「ヒッポファミリークラブ活動紹介」

「JICA 海外協力隊パネル展・共につくる未来」「日

立の子ども国際交流」「日立さくら日本語学校の展

示」「ユニセフの活動について」「パンダアートコン

テスト」の展示がありました。当日は、フレンドリ

ーあんず、ヒッポファミリークラブ、日立さくら日

本語学校、茨城県ユニセフ協会、ひたち生き生き百

年塾、JICA 筑波、日立市日中友好協会、日立市立

記念図書館、ひたちとアジアの文化交流をすすめ

る会がイベントや販売を行いました。 

２階多用途ホールでは、国際交流ボランティア

ネットワークさくらが、インターナショナルトー

クを開催しました。 

５階では日立北高茶道部による茶席体験とフレ

ンドリーあんずによる生け花体験を行いました。 

７階ではひたち国際交流協議会が、外国人向け

法律無料相談会を開催しました。 

さらに広場では、昨年同様外国料理のキッチン

カーが出店しました。 

雨天の為、来場者が減少するのではないかと心

配でしたが、ほぼ例年通りの来場があり安心しま

した。これからも「ひたち国際文化まつり」が継続

されることを願うばかりです。    （小澤記） 

発行：ひたちとアジアの文化交流をすすめる会 広報部会 

第７３号 

202５年(令和７年) ２月 

〈会場の様子〉 



ひたちとアジア                     20２５年(令和７年)２月 VOL.７３ 

－ ２ － 

 

 

 

今年度の視察ツアー「バスで行くアジア文化めぐ

り」は、２月 1日(土)に東京都新宿区市ヶ谷の

「JICA（国際協力機構）地球ひろば」の視察を行い

ました。参加者は、会員のほかに市内の国際交流団

体の方なども含めて 25名(事務局 2名含む)でした。 

JICA地球ひろばは、世界の様々な課題や開発途

上国とのつながりを体験できる施設として、体験、

食、交流の三つのゾーンで構成されています。前日

まで、今年度のひたちとアジアのテーマ国である

「ラオス人民民主共和国」を紹介するイベントが行

われていたため、ラオスの風景、民族衣装などの展

示を見ることができました。その後、海外協力隊員

としてバングラデシュに 2年間派遣されていた佐藤

さんから映像を交えバングラデシュの生活、文化、

環境問題など佐藤さんの体験に基づく貴重な話を伺

うことができました。国際協力には、異文化の理

解、交流が必要であり、ひたちとアジアの活動の大

切さも感じることができました。その後、体験コー

ナーでアジアを含めた開発途上国の文化に直接触れ

合った後、上野へ移動し、昼食はタイ料理を味わ

い、東京国立博物館へ向かいました。開催中の「大

覚寺展」を鑑賞する方、上野公園で開催されていた

ウエノデ・パンダ春節祭を楽しむ方など皆さん思い

思いに上野の午後を楽しみました。予定通り午後 6

時 30分に帰着し、無事解散しました。（大内記）

12 月 14 日（土）日立市役所大屋根広場にて、

日立市に住んでいる外国人と交流ができるイベン

ト「世界のカルチャー広場」が初めて開催されま

した。主催したのは茨城県北地域おこし協力隊と

して、日立市で活動している滝田眞優さんを中心

としたグループ「i and i」です。日立市に住んで

いるジャマイカ、中国、モンゴル、ミャンマー、

フィリピン、インド、マレーシア、カナダ、ベト

ナムの方々がそれぞれブースを作り色々な体験が

できました。芝生の広場では、フィリピンの遊

び、ジャマイカのゲーム、ベトナムのバンブーダ

ンス、インド舞踊、ラインダンスなどが披露され

ました。 

キッチンカーの出店もあり、ペルー、タイ、フ

ィリピン、ジャマイカ、中国などの料理を味わう

ことができました。 

日立市内で国際文化交流活動をする各団体も紹

介展示を行い、「ひたちとアジアの文化交流をすす

める会」も紹介パネルを展示しました。 

日立市に色々な国の出身者がいることに驚きで

すし、多くの外国人に参加してもらえたものだと

驚きでした。参加費

500 円のパスポート

スタンプラリーに参

加し、会場内で質問

の回答を探し、全問

正解すると賞品がも

らえ、私はお米をも

らいました。このよ

うなイベントが、今

後も継続されること

を願うものです。 

（小澤記） 

〈会場の様子〉 

〈集合写真〉 

「世界のカルチャー広場」初開催 

 

「JICA地球ひろば視察ツアー」―国際協力と文化交流
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「茨城アジア教育基金」を支える会主催の第 59回

ラオススタディーツアー（2月18日（火）～23日（日）、

参加者 11人）に参加しました。18日に成田を 9時半

に出発し、ベトナム・ホーチミン、カンボジア・プノ

ンペンを経由してラオス・ビエンチャンに 19 時に到

着しました。ラオス人民民主共和国は、東南アジア諸

国連合(ASEAN)に所属し、日本の約 63%の面積に約 733

万人が住んでいます。ラオスは熱帯地域ですが、ツア

ーのこの時期は乾季で朝晩は薄手の長袖が必要な気

候でした。 

19 日は初代会長の中川紀子先生のお墓参りをした

後、空路ルアンパバーンに行き、そこから車で約 4時

間かけてノンキャウに移動しました。ノンキャウは、

とても小さな集落で、山と川に囲まれたどことなく日

本の森林風景と似ている桃源郷でした。人々の顔立ち

も日本人と似ていると感じました。 

20日はノンキャウのロッジ風ホテルから車で約 3 

時間をかけてサムスム小学校を訪問しましたが、悪路 

に難儀しました。話によると中国〜ラオス〜ベトナム 

間における物流が増え 40 トン超のトラックが往来し、 

それにより道路が破壊され穴だらけの悪路になって

しまったようです。また、乾季のため雨が降らず道路

沿いの民家は土埃で気の毒に思えました。 

20日と 21日の小学校訪問では、子供たちによる歓

迎の民族踊りや村人との会食を楽しむと共に、元気い

っぱいの子供たちとゲーム等で遊びました。 

小学校からは、今回最後となる世界遺産の街ルアン

パバーンに移動して少し観光

し、22 日の夕方に帰国の途に

つき、成田には 23日の 7時に

帰国しました。 

今回、貴重な体験をさせて

いただき感謝すると共に、ラ

オスが今後も平和であるよう

祈ります。（菊池記） 

 

 

◆日立国際交流協議会 企画部会に参加  

11/18 日立市役所多目的ホールにおいて開催。日本語ボランティア養成講座、姉妹都市青少年グループ受け

入れ事業、外国人市民向け無料相談会、災害時等外国人支援研修会、通訳ボランティア養成講座、フレンドシ

ップ・キルト展について説明及び報告がありました。 

◆「災害時等外国人支援研修会」（外国人市民向け防災訓練）に参加 

 11/30 中小路小学校にて開催。市内在住外国人、小学生、地域住民、国際交流団体関係者等多数参加。避

難所開設訓練、煙道訓練、消火器操作体験訓練、避難所体験、防災講話等がありました。 

◆「世界のカルチャー広場」に参加  

 12/14 日立市役所大屋根広場にて初めて開催。主催したのは「i and i」。茨城県から日立市に派遣された

地域おこし協力隊の滝田眞優さんを中心とするグループです。当会は紹介パネルを展示しました。 

◆フレンドリーあんず「新春文化交流会」に参加  

1/19 会瀬交流センターにて開催。例年 12月に年忘れ会を開催してきましたが今年度は新春文化交流会。

日本語教室の関係者等が参加し、軽食が出され、歌や踊り、ゲーム等で楽しみました。 

◆日立市日中友好協会「春節祭を祝う会」に参加 

1/26  多賀の飲食店「はくせん」にて開催。茨城大学工学部の中国人留学生等関係者 30人ほど参加。藤井

会長の挨拶、森常任顧問の挨拶、留学生代表挨拶の後、餃子や春巻き、鳥のから揚げ等の料理を食べながら

歓談。福笑い等ゲームを行った後、恒例の森常任顧問とのじゃんけん大会で盛り上がりました。  

ラ オ ス 訪 問 記 

〈ノンキャウの夕日〉 
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「ひたちとアジアの文化交流をすすめる会」会員募集 

アジアを中心とした国の人々との文化交流を目的に活動しています。 

定例会のほか、アジア文化講演会、アジア料理講座や文化サロン、研修会など各種イベントも楽しめます。 

外国の文化が好きな方、国際交流に興味のある方、ぜひ一緒に活動してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

主 催 タイトル 日 時 場 所 問い合わせ先 

フレンドリー 

あんず 

日立桜まつりを楽しむ会★ 4月 5日（土）11:00 数沢川公園 0294-24-6955(大竹) 

総会並びに 40周年記念祝賀会 6月 7日（土） 
教育プラザ 

ギャラリーA 
0294-21-4150（福地） 

フレンドリーあんず夏祭り★ 7月 13日（日） 予定 
 会瀬バーベキュー 

広場 
0294-21-4150（福地） 

日本語教室 
毎週火曜日 19:00～20:45 

金曜日 14:00～16:00 

(火)女性センター 

(金)教育プラザ 

029-247-9078（比良） 

0294-24-7261（黒沢） 

外国人のための生け花クラ

ブ★ 
月 1回水曜日 

教育プラザ 

（国際交流サロン） 
0294-21-4150（福地） 

国際交流 

ボランティア 

ネットワークさくら 

日本語教室★ 
毎週木曜日 10：00 

   土曜日 10：00 

(木)教育プラザ 

(土)女性センター 
0294-34-6257 

 

 

 

 

 

 

 

◆活動推進部会（定例会） 

 各月第３金曜日 

  ・広報チーム 

  ・料理チーム 

  ・研修見学チーム 

広報紙「ひたちとアジア」は日立シビックセンターホームページでもご覧になれます。http : //www .c i v i c . j p 

≪問い合わせや入会希望など≫日立シビックセンター内「ひたちとアジアの文化交流をすすめる会」事務局まで 

TEL 0294(24)7711  FAX 0294(24)7970  E-Mail salon@civic.jp 

関連団体のイベント・活動を紹介するコーナー（2025年 3月 ～ 2025年 9月） 一般参加可能は★印 

 

・活動を紹介するコーナー 

活動記録 
（2024.10.1～2025.2.28） 

 

情報コーナー 

令和６年度会員 104人 

活動推進部会  28人 

会の発足から間もなく 30年になろうとしております。発足時

の会員さんは、30年近くの齢を重ねてきたことになります。実は

私は発足時からの会員であり、個人的に体力の衰えを感じており

ます。会としても新たな会員さんを迎えてはおりますが、組織と

しての活動力が落ちてきているように感じております。どうすれ

ば良いのか答えは見つからないのですが何かを変えていかなけれ

ばならないのかもしれません。最近はこんなことを考えている次

第です。                   （小澤記） 

編集後記  

活動日   毎月第 3金曜日 午後 1時 30分から午後 3時まで（定例会） 

※その他、年に数回イベントを開催します。 

会 場   日立シビックセンター 

会 費   無料（催しにより参加料がかかる場合があります） 

申込み   随時受付（TEL:0294-24-7711） 


